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トウモロコシ二期作の安定多収栽培のための品種の組み合わせ 

［要約］ 関東南部では、①安定栽培体系では、１作目は早く収穫期となるRM100程度

の極早生品種を4月上旬～7月中下旬に栽培し、２作目はRM125前後の中生品種～RM130

前後の晩生品種を7月下旬～11月下旬・12月上旬に栽培する、②多収栽培体系では、１

作目は多収な早生品種（RM115～118）を4月上旬～8月上旬に栽培し、②乾物率の高い

RM120前後の中生品種～RM130前後の晩生品種を8月上旬～11月下旬・12月上旬に栽培す

る。 

畜産技術センター・企画指導部・企画研究課       連絡先 046-238-4056 

［背景・ねらい］ 

 トウモロコシ二期作の安定多収栽培のため、慣行のトウモロコシ二期作と比較して、①

１作目の収穫期を早めて 2 作目の栽培期間を確保する品種の組み合わせ方法（安定栽培体

系）及び②TDN 収量が多収となる品種の組み合わせ方法（多収栽培体系）について検討す

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 １作目は全て黄熟期で収穫し、収穫日は P9400 が７月 20 日～22 日で早く、P1690 及び

P2088 は８月１日～３日で遅かった。 

2 １作目の TDN 収量は、P2088 及び P1690 が他の品種と比較して多収であり、P2088 は

1,933kg/10a、P1690 では 1859kg/10a である（図１）。 

3 １作目の乾物率は、全て良質なサイレージ調製が可能な 28％以上であった（図２）。 

4 ２作目の収穫時の生育ステージは、７月下旬及び 8 月上旬の播種では、全ての品種が収

穫適期の黄熟期に達したが、8 月中旬の播種では P1690 及び P2088 は黄熟期まで達するが、

その他の品種は乳熟期～糊熟期となる。8 月下旬の播種では、全ての品種が黄熟期には達

せず、未乳熟期～乳熟期となる。 

5 ２作目の TDN 収量は、７月下旬及び 8 月上旬の播種が多収であり、その後播種期が

遅くなると少なくなる（図３）。７月下旬の播種では P2307 が 1,055kg/10a、８月上

旬の播種では KD731 が 1,060kg/10a であり、それぞれ最も多収である（図３）。 

6 ２作目の乾物率は、播種期が遅くなるほど低くなる（図４）。７月下旬の播種では、

全ての品種が 28％以上で良質なサイレージ調製が可能である（図４）。８月上旬の播

種では、30D44 及び P1690 では 28％以上となる（図４）。８月中旬の播種では、P1690、

P2088 及び 30D44 は乾物率サイレージ調製が可能な 25％以上となるが、KD731 及び

P2307 は 25％以下となる（図４）。8 月下旬の播種では、全ての品種が 20％以下でサ

イレージ調製には適さない（図４）。 

7 ２作目の病害は、根腐病、さび病、すす紋病が発生し、発生の状況は実施年により

異なるが、いずれも７月下旬の播種で多く、播種期が遅くなるほど発生は少なくなる。

P1690 及び P2088 では、７月下旬及び８月上旬の播種では、さび病及びすす紋病の発

生が大きい傾向である。 

8 １作目の収穫期を早めて２作目の栽培期間を確保する安定栽培体系では、P9400 と

P2307 の組み合わせが適し、年間 TDN 収量は 2,618kg/10a である。TDN 収量が多収となる

多収栽培体系では、P2088 と 30D44 の組み合わせが適し、年間 TDN 収量は 2,862kg/10a で



 

 

ある。 

9 以上のことから、関東南部では、①安定栽培体系では、１作目は早く収穫期となる RM

100 程度の極早生品種を 4 月上旬～7 月中下旬に栽培し、２作目は RM125 前後の中生品種

～RM130 前後の晩生品種を 7 月下旬～11 月下旬・12 月上旬に栽培する、②多収栽培体系

では、１作目は多収な早生品種（RM115～118）を 4 月上旬～8 月上旬に栽培し、②乾物率

の高い RM120 前後の中生品種～RM130 前後の晩生品種を 8 月上旬～11 月下旬・12 月上旬

に栽培する。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 安定栽培体系と多収栽培体系の２体系を組み合わせることにより、作業分散が可能とな

り、 

2 早生品種を７月下旬から８月上旬に播種すると、すす紋病及びさび病が発生して甚大な

被害を受けることがある。 

 

［具体的データ］ 
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図１ １作目の TDN 収量の比較 図２ １作目の TDN 収量の比較 

図３ ２作目の TDN 収量の比較 図４ ２作目の TDN 収量の比較 



                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            畜産技術センター (2018.6) 

トウモロコシ二期作の安定多収栽培方法 
関東南部のトウモロコシ二期作では、①１作目の収穫期を早めて2作目の栽培期間を確保

する栽培方法では、１作目は早く収穫期となるRM100程度の極早生品種を4月上旬～7

月中下旬に栽培し、２作目はRM125前後の中生品種～RM130前後の晩生品種を7月下

旬～11月下旬・12月上旬に栽培する。一方、② TDN収量が多収となる栽培方法は、１

作目は多収な早生品種（RM115～118）を4月上旬～8月上旬に栽培し、②乾物率の高

いRM120前後の中生品種～RM130前後の晩生品種を8月上旬～11月下旬・12月上旬

に栽培する。 

１作目の TDN 収量の比較 １作目の乾物率の比較 

２作目の乾物率の比較 ２作目の TDN 収量の比較 

１作目は、P9400 が最も早く収穫期となる。P2088 は収穫期が遅いが最も多収である。乾物率は全て良

質サイレージ調製が可能な範囲である。 

１作目の最も収穫期の早い P9400 とは、7 月下旬の播種で最も多収な P2307 を組み合わせる。１作目の最

も多収な P2088 とは、8 月上旬の播種で最も多収な KD731 は乾物率が低いため、次に多収で乾物率が高

く良質サイレージの調製が可能な 30D44 を組み合わせる。 
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